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 クォーター制における授業運営の
現状把握と改善策 
―2017／2018年度の「韓国朝鮮語Ⅰ，Ⅱ」の授業を振り返って―
 陸　心芬 
 要　　旨 
 本稿は，クォーター制の導入から 2年間の「韓国朝鮮語Ⅰ，Ⅱ」授業を振
り返り，全体的な授業運営の現状を把握することを目的とする。第 1節～ 2
節は授業運営に関する問題点を取り上げて改善策及びその効果について述べ
る。また，改善されていない点については改善案を提示する。次に第3節は「学
生の授業態度」，第 4節は「教師の授業運営」について説明し，最後の第 5
節ではアンケート調査による韓国朝鮮語の関心度が徐々に高まっている点に
ついて述べる。   
 はじめに 
南山大学外国語教育センターは，2017 年度のクォーター制の導入と同時
に新設された。韓国朝鮮語は外国語教育センター初習外国語教育部門に属し，
共通教育科目の一つに位置づけられる。最初の 1年間の履修コースは第 1
クォーターから第 4クォータ （ー以下，Q1，Q2…と略記）までそれぞれに「韓
国朝鮮語Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ」の 4科目がレベル順に設定されている。「読む，書く，
聞く，話す」の四つの言語運用能力をバランスよく習得するのが主な目標で
ある。
クォーター制とは，セメスター制における前期・後期をそれぞれ半分に分
けて 4学期とし，授業を約 8週間で 15 回行う制度である。クォーター制の
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主な利点は，①短期間に集中的な学修ができること②短期留学やサービス・
ラーニングなど「自主的な学修」の選択肢が拡がること③海外からの留学
生の受け入れが容易になり，キャンパスの国際化が促進されることなどであ
る。各クォーターの授業期間は，春学期が【Q1（4 月上旬～ 6月上旬）・Q2
（6 月中旬～ 8 月上旬）】，秋学期【Q3（9 月中旬～ 11 月初旬），Q4（11 月
中旬～ 1月下旬）】になる1）。西本（2017）・石井（2018）によると，「第 53
回国立大学教養教育実施組織会議」では，分科会でクォーター制などの導
入・実施状況が取り上げられた。国立大学 52 大学を対象にクォーター制な
どの導入状況について問い合わせをしたところ，「導入している」28.8％，「導
入予定である」34.6％，「導入を検討している」23.1％という回答が得られ
た。約 90％がクォーター制導入について議論していることが分かった。ま
たクォーター制導入の目的について質問したところ，「グローバル化への対
応」84％，「教育効果の向上」89％で，いずれか一方ではなく両方を目的と
している大学が大多数であることがうかがえるとしている。
本稿では上記のクォーターに合わせて 2017／2018 年度の Q1，Q2「韓国
朝鮮語Ⅰ，Ⅱ」科目を対象に 2年間の韓国朝鮮語の授業運営の現状を点検し，
改善内容及びその効果について述べる。また改善されていない点については
改善案を提示したい。
まず，2017 年度と 2018 年度の Q1，Q2 に当たる「韓国朝鮮語Ⅰ，Ⅱ」
科目の授業構成から検証していく。
1．「韓国朝鮮語Ⅰ，Ⅱ」科目の授業構成
「韓国朝鮮語Ⅰ，Ⅱ」の目標は，大きく以下の三つに分けられる。
 ①文字と発音をしっかり身に着け，読み書きができる。
1）　南山大学教務課 Web ページ参照。http://office.nanzan-u.ac.jp/KYOUMU/post-10.html
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 ②基礎文法を習得し応用能力を養う。
 ③基本的な挨拶表現を使うことができる。
履修対象は，韓国語を初めて学ぶ学生及びハングル文字の読み書きは習得
しているが再度基礎からしっかり学び直したい学生である。なお，授業は一
週間に 2回連動させて行い，二人の教員がペアで交互に担当するクラスと，
2回とも一人の教員が担当するクラスがある。
2．2017／2018 年度の Q1，Q2「韓国朝鮮語Ⅰ，Ⅱ」科目の比較
2.1．年度別の履修者数とクラス数　
表 1：「韓国朝鮮語Ⅰ，Ⅱ」の年度別の履修者数［クラス数／講師数2）］
2017 年度 2018 年度
履修者数
［クラス／講師］
履修者数
［クラス／講師］
Q1
「韓国朝鮮語Ⅰ」
180 名
［5クラス／4（3）名］
231 名
［6クラス／4（3）名］
Q2
「韓国朝鮮語Ⅱ」
172 名
［5クラス／4（3）名］
226 名
［6クラス／4（3）名］
表 1 は 2017／2018 年度の履修者数とクラス／講師数を示したものであ
る。全体のクラス数が 2018 年度に 1クラス増設されているのは，再履修者
のためのクラスを確保するためである。また，両年度ともに Q1 に比べて
Q2 の履修者数が減少している。その原因の一つは，Q1 の単位取得のみを
必要とする学生が増えたことであろう。表のデータにはあらわれていないが，
2018 年度の Q2 で起きた新しい現象として，Q1 に履修せずに Q2 から履修
2）　［（　）内は非常勤講師の人数］
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登録した学生が多くいたことが挙げられる。Q1 から履修を始めて Q2 に進
むのが一般的であり，Q2 から履修する学生については予想外であった。そ
れについては 5.1.2.1. で述べる。
2.2．教科書選定と授業計画
2.2.1．教科書選定
教科書は週 2回連続の授業を 15 回行うことを考慮し，「難しくない／飽
きない／Q1~Q4 まで使える／会話ができる」という観点から選定した。こ
れらの条件を比較的よく満たしている教科書が，『かんたん！韓国語』（朝日
出版）であった。この教科書は「文字と発音編」と「文法と会話編」から構
成され，前者は文字と発音の習得を，後者は文法と会話の習得を目的として
いる。文法の説明がシンプルで，四コマ漫画形式の会話が楽しめる点が特徴
の一つである。一般に初級レベルのテキストでは基礎文法の習得に力を入れ
るため，会話練習の分量が少なめになるケースが多いが，この教科書はバラ
ンスよく編集されている。しかし，全 20 課の「文法と会話編」では 1年間
を通して使用することが難しい点が問題であった。教科書を最後まで終えた
後は，別のプリントを用意して授業を行った。
2.2.2．改善策
現在出版されている教科書には上記の条件を満たしながら Q1 ～ Q4 まで
使えるものが見つからない。また，春学期（Q1・Q2）と秋学期（Q3・Q4）
に分けて 2種類の教科書を使う方法もありうるが，2つの学期をスムーズに
繋ぐことができる教科書がやはり見つからない。
この改善策として挙げられるのは Q1 ～ Q4 まで，または Q1Q2 と Q3Q4
に使える独自の教科書の作成である。クォーター制に適した教科書の必要性
を痛感し，すでに教科書作成に着手している。
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2.3．授業計画
　2017 年度の Q1Q2 授業計画を 2018 年度には変更して運営した。
表 2：授業計画
2017 年度 2018 年度
Q1
「韓国朝鮮語Ⅰ」
 1回～ 7回　文字と発音編
 8回　中間テスト
 9回～14回　第 1課～ 3課
15回　まとめ
 1回～ 8回　文字と発音編
 9回　中間テスト
10回～13回　第 1課～ 2課
14回　漢語数字
15回　まとめ
Q2
「韓国朝鮮語Ⅱ」
 1回～14回　第4課～10課
15回　まとめ
 1回　 漢語数字の復習と固有語
　　　数字の習得
 2回～ 7回  第 3課～ 5課
 8回　まとめ
 9回～14回　第 6課～ 8課
15回　まとめ
2.3.1．2017 年度の Q1 の授業計画の状況から見えた問題点
Q1 の授業計画について 2017 年度は，「文字と発音編」を第 7回までに終
えて，第 8回に「文字と発音」の中間テストを実施した。その後「文法と会
話編」においては 2回の授業で一課を進めることにし，第 1課～ 3課まで行っ
た後，最終回に「まとめ」の授業を入れた。全体的に想定より順調に進まなかっ
た。まず考えられるのは進度がタイトでゆとりがない構成になっていたこと
である。そのため進度に遅れが生じてもそれを補う手だてがなかった。さら
に遅れる進度を補うために授業のスピードを速めたりして，学生に授業の負
担をかけることになった。
2.3.1.1．2018 年度 Q1 の改善策
上述の問題点を踏まえて 2018 年度の Q1 では，「文字と発音」の進度を 1
回遅らせて第 8回までに終え，第 9回に中間テストを実施した。よって「文
字と発音」の習得に余裕ができてより着実に身につけられた。
また，「文字と発音」終了後の授業回数が 6回になるが，「文法と会話編」
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は第 1～ 2課までの 4回にとどめ，残り 2回の授業には「漢語数字の習得」
と「まとめ」を設定した。韓国語の「漢語数字の習得」にあえて一回の授業
を当てることで，混同しやすい数字が安定して習得できるようになった。ま
た，「漢語数字」の書き方や使い方がその後の応用文にも活用できるという
成果が得られた。
2.3.2．2017 年度の Q2 の授業計画の状況から見えた問題点
Q2 の授業計画について 2017 年度は，教科書の範囲を第 4～ 10 課までと
した。ただ，中間に「まとめ」の時間がなかったため，進度に遅れが生じた
場合，それを補う時間がなかったため，ペアの教員に負担を掛けたり，進度
の遅れが連続するケースが起きた。
2.3.2.1．2018 年度 Q2 の改善策
上述の問題点を踏まえて 2018 年度の Q2 では，「まとめ」の時間を 2回設
けて授業に余裕を与えるようにした。また進度をさらにゆるやかにし，教科
書の範囲を第 3課～ 8課までにした。その結果，進度に遅れが生じても中
間のまとめの時間に解消できるようになった。
2.4．成績評価
2017 年度の試験は筆記テストで評価した。試験問題の客観性と一貫性を
保つために，あらかじめ見本を作り非常勤講師と共有して，試験問題の形式
を合わせるようにした。
表 3：成績評価方法
2017 年度 2018 年度
Q1
「韓国朝鮮語Ⅰ」
小テスト（10 回）30％
中間テスト 20％
定期試験 50％
小テスト（6回）30％
中間テスト 20％
定期試験 50％
Q2
「韓国朝鮮語Ⅱ」
小テスト（6回）30％
定期試験 70％
小テスト（6回）30％
定期試験 60％
授業参加度 10％
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2.4.1．2017 年度の Q1 の小テストの状況から見えた問題点
2017 年度 Q1 の小テストは各回 30 点満点として 10 回行った。小テスト
の回答にかかる時間は 15 分程度だが，解答の時間を含めるとさらに 10 分
程度必要となり，授業時間全体に対して小テストにかかる時間が約 27％を
占めていた。その分，授業に充てる時間が不足して進度に遅れが生じること
となり，Q1 の後半からは解答の時間を省略することにしたが，学生からは，
「小テストの回数が多いので少なめにしてほしい，小テストの解答がほしい」
という要望があった。問題点は，小テストの回数が多いことと，解答の時間
を確保できなかったことにあった。解答がないと学生が自分の間違ったとこ
ろの確認ができず，改善されない状況にあった。
2.4.1.1．改善策
上述の問題点を踏まえて2017年度のQ2以降は，小テストを6回に減らし，
各回 50 点満点にした。小テストの回数を減らすとともに授業進度をゆるや
かにすることで，解答の時間が確保できるようになった。間違いの修正がで
きて学生の満足度が上がった。
2.4.2．2017／2018 年度の Q1 の中間テストの状況から見えた問題点
中間テストは，Q1 のみ実施することにした。クォーター制において中間
テストを組みこむと教員に負担を強いることになるが3），「文字と発音」終了
時点で学生の理解度を測定することとそれまでの学習内容を総括する意味で
不可欠と考える。中間テストは成績評価の 20％を占めるが，その試験範囲
となる学習内容が授業回数の半分を占めていることを考えると 20％は低す
ぎるとみることもできる。しかし，「文字と発音編」で覚える単語量と韓国
朝鮮語の発音規則にまだ慣れてないことを考慮して，中間テストの評価割合
を低めに設定して学生に負担が掛からないようにする目的があった。その分，
定期試験の評価割合を 50％とし，中間テスト以降の学習内容を範囲とした。
3）　クォーター制の教員側から見たデメリットについては，桐山（2015）は「週 2回の準
備が忙しい」，「成績評価が頻繁にありうる」を挙げている。
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結果として，全体的に成績評価は良かった。ただ，中間テストと定期試験
の間に確認する学習内容の量的な不均衡があることが問題であった。さらに
2018 年度の定期試験は 2017 年度より範囲が少ないため，成績が 2017 年度
Q1 より全体的に上がる結果になった。2018 年度 Q2 に定期試験の割合を変
更するべきではあったがそのまま 50％として計上した。
2.4.2.1．改善策
上述の問題点を踏まえて 2019 年度 Q1 では，中間テストの評価割合を
20％から 30％に上げ，定期試験を 50％から 40％へ減らす予定である。また
定期試験の範囲を広げて中間テストの範囲も含めることを検討して行く。
2.4.3．2017／2018 年度の Q2 成績評価の比較
2017 年度 Q2 以降，小テストは Q1 の 10 回から 6 回に変更し（30％），
中間テストは無くして定期試験を 70％に設定した。また，2018 年度 Q2 で
は授業参加度 10％を新しく加え，定期テストを 60％に変更した。授業参加
度 10％を加えた理由は，2017 年度 Q1 で，授業中に携帯電話を操作したり
私語ばかりしている学生が目立つようになり，授業に集中していない学生に
ペナルティーを課して緊張感を持たせるためである。
2.4.4．筆記試験から見えた評価の問題点
Q1Q2 の授業評価にいくつかの問題点が出た。客観性と一貫性を保つため
に筆記テストにしたものの，筆記テストが苦手な学生はずっと単位が取れな
い状況が続いたことである。筆記テストの問題は「読み，会話，訳，単語，
文法」など様々な形式で作成したが，やはり答案は韓国語又は日本語で書く
ようになっている。また，小テストも筆記テストが中心になっていて，たま
に聞き取り問題を出したくらいだった。韓国語を頭の中では理解していても
それを字で書くのが苦手な人には，ずっと単位が取れないという状況が続く
ことになる。語学試験における筆記試験は客観性を持つ正しい評価ではある
が，それだけで語学能力の評価のすべてを決めるには望ましくないように思
われる。「読む，書く，聞く，話す」の 4つの能力が効果的に評価できるよ
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うな改善策を立てる必要ではある。
2.4.4.1．改善策
上述の問題点を踏まえて，韓国朝鮮語Ⅰ，Ⅱを評価する際には，筆記問題
とともに会話テストを入れることが考えられる。
言語を総合的に学び運用する能力を養う必要があるからには，その評価も
総合的なものであるべきであろう。筆記テストだけではなく，会話テストを
も視野に入れて，今後改善策を工夫したい。
3．教室の雰囲気
3.1．授業を阻害する行為
2017 年度 Q2 の問題点として，Q1 で文字と発音をしっかり身についた学
生とそうでない学生の差が徐々に広がったことが挙げられる。その対策とし
て学習が遅れる学生のために復習の時間を長くとったり，教員の説明が多く
なることがあった。しかし，「文字と発音」がしっかり身についた学生にとっ
ては退屈な時間になり，携帯電話を触る時間が長くなったり，居眠りや私語
などの行為が目立つようになった。
3.1.1．改善策
上述の問題点を踏まえて，2018 年度は，Q1 の「文字と発音」の時間を延
ばし，「文字と発音」が着実に身につけられるようにした。さらに，授業成
績評価に「授業参加度 10％」を加えて，授業に緊張感を持たせるようにした。
授業参加度の評価基準は，授業を阻害する行為に対して，1点ずつ減点して
いくというものである。例えば，「遅刻 2回／欠席 1回／教員に 2回注意さ
れる（私語，携帯電話を触る行為など）／テキストを持参していない」など
は 1点減点となる。また，挽回の機会を与えるため，積極的な授業参加が認
められれば減点を取り消すことにした。その結果，授業を阻害する行為がか
なり減って授業により集中するようになり，授業の運営に役立った。
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3.2．学生の授業態度
3.2.1．学生が積極的な態度を見せる時
学生が積極的な態度を見せるのは，授業に楽しさや達成感を感じたときで
ある。例えば，「よくわからない部分が分かった時，小テストがうまくでき
た時，今やっているところが理解できたとき，言葉が身についたと感じたと
き，友達と韓国語で繋がった時」であり，自分が活動できた時に達成感を得
るケースがもっとも多く見受けられた。教師としては学生にやる気を与える
ためには学生に達成感を与える工夫が必要に思われる。また，教員が学生と
韓国語で会話を繋げていくために相槌表現やよく使われる韓国語を頻繁に取
り入れたことが，学生とのコミュニケーションがより活発になり学生が授業
に積極的に参加する効果があった4）。
3.2.2．学生が消極的な態度を見せる時
学生が消極的な態度を見せるときは，「知っている内容で新鮮さがない時，
難しくて理解できない時，授業が一方的で動きがない時，授業がつまらない
と思った時」などである。これらの要素は私語，携帯電話操作，居眠り，遅
刻，欠席などに繋がる。これこそやる気を失うケースにつながりやすい行動
である。
4．教師の授業運営
4.1．教師が用意するプリント
まず，教師は初回授業でガイダンス用プリントを配布する。プリントには，「授
業目標，ペアの教員と区別できる授業計画及び授業予定日，小テストの範囲及
4）　배도용（2012）は，交感的言語使用 (Pathic Communion) の概念を用いて，その中で会
話を繋ぐ状況で頻繁に行われている「感嘆的使用」に着目している。이영희（2015）は
本格的に「感嘆的使用」について分析を行い，感嘆詞の形態が，話し手と聞き手の結束
を高める役割を遂行する交感的機能の道具になると述べている。
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び予定日，教員の連絡先」が提示してあり，一つのクォーターの授業運営が把
握できる。それを非常勤講師と共有し，韓国朝鮮語コース全体が一貫性を持っ
た授業になるようにする。学生は常にスケジュールを確認しながら次の授業の
準備をすることができ，また小テストの範囲や期日の誤りがなくなった。
二番目は，学習用補助プリントを作成する。1課を 2回の授業で進めるた
め，一回目は文法中心の授業をし，二回目は会話中心の授業をするパターン
である5）。それに従って毎回補助プリントを作成する。プリントの内容は，「目
標／語彙／文法の説明／書く練習／応用練習／単語／会話」などで構成され
る。プリントは各教員が必要に応じて作成するが，プリントの内容について
はペアの教員とお互いに共有する。それによって，前時間の授業内容把握お
よび学んだ内容の復習が容易になる。
三番目は，小テストを非常勤講師と分担して作成し，お互いに共有する。
基本枠の中で問題を差し替えて使うことも可能にしている。
4.1.1．プリントを非常勤講師と共有
ガイダンス用のプリント，学習補助プリント，小テスト，定期試験をすべ
て非常勤講師と共有している。共有することで他のクラスの授業把握が容易
であるし，学生には同じ授業内容の提供が可能になる。
4.2．授業の仕方
基本的にプリントと教科書をかけ合わせながら授業を進める。「韓国朝鮮
語Ⅰ，Ⅱ」は特に読む練習と書く練習をこまめに取り入れて，韓国語の発音
および聞き取りに慣れるようにする。
授業の順序としては，前回に学んだ内容を復習し，小テスト及び解答を行
う。その後，プリントを中心に文法や文型を説明し，書く練習，応用練習，
5）　김현진・강승혜（2017）は，学生の目標文法の理解度を調べる実験で，「目標文法説
明→会話文」という提示順「会話文→目標文法説明」とを比較して，前者の方が後者よ
り理解度が高くなることを指摘している。
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読む練習，会話練習の順に行われる。次に教科書に移り，文法の再確認や練
習問題をして，再びプリントに戻り重要文型を書く練習及び発音練習をする。
時間があれば応用練習を重ねる。2回目の会話の授業でもプリントを用いて
進む。1回目のプリントと同様に前回学んだ文法の応用練習，新単語の習得，
教科書の会話文の習得を行う。特にドリルやペアで会話の練習，そして会話
を暗記して発表することなどが行われる。
4.3．教師が学生に要求するもの
先ず学生に要求することは，語学を学ぶ時の心構えである。大きな声を出
して発音すること，積極的に授業に参加すること，わからないところは気軽
に質問することを常に呼びかける。教員はまた，そのような環境を整えるよ
うにする。学生と良好な環境が築かれると，学生の質問数が増えて理解度が
上がるようになった。また，大きな声を出して繰り返しの発音練習をすると，
発音することに自信がつき韓国語で話しかけてくれるようになった。
二番目に自主学習として復習を要求している。小テストを実施することで，
単語の暗記や文法の復習，書く練習が自主的に行われるように指導している。
そして，配布した学習プリントは一つのクリアファイルにまとめるよう指
示し，繰り返し確認ができるようにした。
5．韓国朝鮮語に対する関心度がアップ
5.1.1．韓国語能力試験に対する関心度
韓国語能力試験に関心を示す学生が徐々に多くなっている。その理由を尋
ねると，韓国朝鮮語の自分の実力を試してみたい，就職活動をするとき履歴
書に書くためなどの回答があった。次回は韓国語能力試験の受験希望者数，
受験経験の有無，資格を持っている人数，現在もっている資格と級数などを
調査して，韓国朝鮮語に対する関心度を調べる予定である。
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5.1.2．入学前に独学で韓国朝鮮語を習得
2018 年度 Q2 では，Q1 を履修しないで Q2 から初めて履修する学生が大
勢現れた。文字の読み書きができることを条件として Q2の履修を認めたが，
その実態を把握するために授業アンケート調査を行った。
5.1.2.1．韓国朝鮮語授業アンケート調査
アンケート調査は 2018 年度 Q2「韓国朝鮮語Ⅱ」授業の全クラスを対象
に行った。実施時期は Q2 の 14 回目の授業である。アンケートに応じた人
数は 209 人である。表 4の「質問 1」は自由記述式である。そのため答えが
複数書かれている場合があり，重複する内容については筆者がグループ分け
をして集計した。「質問 4」は番号を選ぶ形式だが，授業の楽しさと難易度
という 2つの尺度を含むため，複数回答可とした。
表 4：韓国朝鮮語Ⅱの授業アンケート
質　　問 回　　答
1． あなたが韓国朝鮮語を選んだ理由
は何ですか。
・ 韓国のドラマ，K-POP が好きだから
など： 113 名
・言語の学びやすさ：49 名
・友人や家族の勧め：24 名
・韓国語で話したい：17 名
・その他
2． あなたは大学に入学する前から韓
国語の読み書きができましたか。
・はい：33 名
3． 「はい」と答えた方はどこで学びま
したか。
・独学：32 名
・朝鮮語学校：1名
4． 入学して初めて韓国語を学んでい
る方に質問です。今の韓国語の授
業はいかがですか。（複数回答可）
①楽しい：82 名
②思ったより楽しい：54 名
③楽しくない：7名
④簡単だ：1名
⑤思ったより簡単だ：27 名
⑥難しい：66 名
⑦その他：2名
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この調査によると，「質問 2」で「入学する前から韓国朝鮮語の読み書き
ができていた」と答えた学生が 15.8% で，そのうち一人を除いて全員が独
学で学んでいた。独学で学ぶほど韓国朝鮮語に高い関心を持つ理由としては，
「質問 1」の答えに出ているように「韓国のドラマや K-POP」の影響である
ことがうかがえる6）。この学生たちの共通点は授業への取り組みが積極的で
言語運用能力の伸びも早いことである。そのため，学生のレベルの差が徐々
に広がっている状況である。韓国文化の影響はこれからも続くと予想される
が，入学前から学習してきた学生はより高いレベルの授業を要求していると
いうのが現状である。今後授業のバランスをどのように取るかが課題である。
「質問 4」は，「韓国朝鮮語Ⅰ～Ⅱ」共通科目 6クラスの授業の満足度をは
かるための設問である。
表 5：韓国朝鮮語Ⅱの授業アンケート質問 4の答え
6）　朴（2017）の学習動機のアンケート調査においても「K-POP・韓流（スター）に興味
があるので」が 1位を占めている。
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表 5 をみると，「楽しい」が 34.3%，「思ったより楽しい」が 22.6% で，
56.9% の学生が韓国朝鮮語を楽しみながら学んでいることが分かる。
次に「難しい」の答えが 27.6% で二番目に高い数値を示しているのに対
し，「簡単」と判断している学生は，「簡単だ（0.5%）」と「思ったより簡単
だ（11.3%）」を合わせて 11.8％になる。前者についてはより粘り強く練習
を重ねて基礎的なスキルを身につけるようにすることが求められる。後者に
ついては応用練習ができるように工夫する必要がある。今後も現行の授業計
画の方針を踏襲しながら問題点を解決していくつもりである。そしてレベル
の差については，秋学期の「韓国朝鮮語Ⅲ，Ⅳ」でどのような変化を見せる
のか，稿を改めて検討したい。
まとめ
本稿は，2017／2018 年度の「韓国朝鮮語Ⅰ，Ⅱ」の授業を振り返って，
授業の現状を把握すると共にその改善策を提示した。
改善点として以下の諸点を挙げた。
①授業計画の進度をゆるやかにしたことで，進度の遅れにも柔軟に対応で
き，学生に学習内容を着実に身につけさせることができるようになった。
②小テストの回数を 10 回から 6回に変更したことで教員と学生双方の負
担が解消された。
③成績評価に授業参加度を導入したことにより学生の授業態度が改善され
た。
次に，今後の改善が待たれる点として，①クォーター制に適した教科書の
作成，②筆記テストだけでなく，言語運用能力を総合的に評価するためのルー
ル作り，③「韓国朝鮮語Ⅰ」の成績評価の方法を見直す必要性を挙げた。
第 3節の「学生の授業態度」，第 4節の「教師の授業運営」については今
後より詳細に検討していく必要があると思われる。
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第 5節では韓国朝鮮語への関心度が徐々に高くなっていることがアンケー
ト調査で明らかになった。また，この調査で韓国朝鮮語の授業が楽しくて難
しいと考える学生が大勢いることが確認できた。
本稿を通して，クォーター制における「韓国朝鮮語Ⅰ，Ⅱ」の授業運営の
実態が把握でき，今後の授業計画や授業方法の改善に参考資料として役立つ
ことを期待したい。
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